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“2021 花半島事業フラワーフェスティバル”が開催されました 

知多農林水産事務所 

令和３年１月 16 日(土)、17 日(日)の２日間、常滑市のイオンモール常滑において、

「2021 花半島事業フラワーフェスティバル」が開催されました。14 回目を迎えたこの

フェスティバルは、知多半島の花きの魅力を存分に発信し、地域を彩る華やかなイベ

ントとして定着しています。 

１ フェスティバルの概要 

本フェスティバルは、地域の農業団体・行

政・観光団体が「花半島事業構想」の一環とし

て、四季を通じて花の咲きほころぶ「知多半

島・花半島」を目指し、平成 19 年度から開催し

ています。 

ＪＡあいち知多が主体となり、会場を花のモ

ニュメントで飾り、訪れる人々の目を楽しませ

ていました。また、知多半島産の花きの販売や

花きを利用した体験など、盛りだくさんの内容

で開催されました。 

２ 展示、体験の内容 

会場全体を様々な花のモニュメントで飾り、

「花のおもてなし」として、心安らげる空間が

作られていました。ランドマークとなる花のメ

インモニュメントは、圧倒的な迫力で、写真撮

影スポットとして賑わっていました。 

また、生産者により管理のしやすい季節の寄

せ植えや洋らん等の鉢物、切花アレンジやブー

ケ等が販売され、多くの人が買い求めていまし

た。 

 体験コーナーには、親子で花と触れ合いなが

ら、簡単に制作できる「花植え体験」や「花く

ま作り体験」などが設けられ、楽しそうに作品

を作る姿が見られました。 

さらに、知多地域５市５町のパネルコーナーも

あり、来場者へ地域の特産品等がＰＲされてい

ました。 

  今年度は、新型コロナウイルス感染拡大対策

をとりながらの開催となりましたが、会場には

大勢の方が訪れ、愛知県有数の花き産地であり、

季節の花で溢れる「知多半島・花半島」が大い

にＰＲされました。 

フォトスポットモニュメント 

親子体験コーナー 

販売コーナー 

メインモニュメント 
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洋菜品質検討会の開催 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

京浜市場愛知県野菜連絡会洋菜研究会は、例年１月～２月に静岡県京浜地区野菜流通協

議会洋菜部会と合同で洋菜の品質検討会を開催しています。今年は緊急事態宣言下にあっ

て開催が危ぶまれましたが、２月５日（金）に開催されました。 

１ はじめに 

これまでは卸売会社から 10 数名のほか各産地の生産者も参加して総勢 30 名ほどで開

催されていましたが、今年は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、卸売会社は会

場である大田市場内に所在する２社の参加とし、生産者は不参加とされました。参加者

を絞った中で、換気のために窓は開放してアルコール消毒用のボトルも準備され、レタ

ス、サニーレタス、グリーンリーフ、セルリー、ブロッコリー、カリフラワーの各品目

について、卸売会社の担当者により品質検討されました。 

２ 品質検討結果 

（１）レタス 

 本県１産地含め５県７産地について検討され

ました。 

 本県産は、ボリューム感、切り口の状態、外

葉の枚数について適切と評価されましたが、収

穫時期は適切でなく、結球が締まりすぎていま

した。病害虫は見られなかったものの全体的に

小ぶりで、小ぶりすぎるものも混じっていまし

た。 

 他県産も含めた総評としては、全般的に結球

が締まりすぎ、ラグビーボール型のような変形

球も多いとのことでした。結球の大きさが大小混じる産地もある中で、変形球はなく、

いずれの項目も適切と評価された産地もありました。 

（２）サニーレタス 

 本県３産地含め５県９産地について検討さ

れました。 

 本県の３産地は、着色は良いものの株揃い

が良くなかったり、株揃いは良好でボリュー

ム感もある一方で、箱の蓋に当たって押され

た葉の変色や萎れ、折れがみられたり、色が

やや薄かったりと何かしらの問題点がありま

した。 

 他県産では、丈の長さの不足が指摘される

レタスの品質検討の様子 

サニーレタスとグリーンリーフ 
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ブロッコリーとカリフラワー 

産地もありましたが、品質は安定していてボリューム感がしっかりあると高く評価さ

れる産地もありました。 

（３）グリーンリーフ 

本県２産地含め５県６産地について検討されました。 

 本県の２産地のうち１産地は葉先の状態は適切なものの丈の長さがやや短いと評価

された一方、もう１産地は丈が長すぎて箱に潰されて変色し、葉先の状態が良くない

との評価でした。 

 他県産も含め、焼け、萎れ、ボリューム不足などの品質劣化が多数見られ、鮮度感

がないなど、全体的に厳しい評価でした。 

（４）セルリー 

本県２産地含め４県５産地について検討されました。 

 本県の２産地のうち１産地は箱の上段と下段で株の大きさに差があるものの全体的

には良好と高く評価されました。もう１産地は、ボリューム感は適切なものの枝の折

れが２本あったほか、最も価値の高い芯部に腐りがみられました。 

枝の折れは他産地でもありましたが、全体的には品質良好との総評でした。 

（５）ブロッコリー 

 本県２産地含め５県６産地について検討され

ました。 

 本県の２産地のうち１産地は花蕾の色が濃く

形状も良好と評価された一方、もう１産地は生

理障害であるキャッツアイが多く、花蕾の大き

さが１段階下の小さい株が入っていました。 

 他産地では花蕾の色が緑一色でなくムラが

あったり黄色いものが入っていたり、花蕾の形

状が乱れた株が入っていたりと低い評価をされ

た産地もありました。 

 総評としては、共選産地の方がムラがなくて良い。品質差が出づらい時期であるが、

比べると産地の優劣が出るとのことでした。 

（６）カリフラワー 

本県１産地含め５県６産地について検討されました。

本県産は、大きな問題点はないものの、もう少し花蕾に色沢（白さ）が欲しいとさ

れ、全体的にもう一歩といった評価でした。

最も評価の高かった他県産は、色沢の評価が高く、株の重量、形状ともに良好とさ

れました。 

 総評としては、カリフラワーは花蕾の色味が重要であり、シミなどがひとつあるだ

けでかなり悪く見えてしまうとのことでした。 

 また、市場情勢の報告において「ブロッコリーは２月中旬以降、気温の上昇に伴って段

ボール産地のクレームが増える。対応が遅れると産地の切替につながるので早めの対応を

お願いしたい」との話がありました。 

競合産地を意識し、ときには他産地の品を実際に見て自らの品を比較し、品質の高いも

のを揃えて出荷することが選ばれる産地であるために重要だと思われます。 
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2020年の花・ 植物の消費動向

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

2020 年は新型コロナウイルス感染症の感染拡大や、それに伴う緊急事態宣言などで、

経済に様々 な影響がありました。花きについては、関係者から切花の販売不振や、趣味と

して園芸を始める人の増加といった話題を聞く ことがありました。

この点について、消費動向と市場動向から探ります。

１ 切花への支出について

総務省「 家計調査」 から、2020 年の切花への支出を過去と比較した結果は、図１の

とおりです。

切花について、2020 年の支出が2019 年の支出を下回る月は１～５月、７月、10～12

月となりました。また、過去３年の平均の支出金額と比較してみても、６月以外の支出

金額は平均を下回る結果になりました。特に４～５月は緊急事態宣言下で生花店が休業

した影響、10～12 月は新型コロナウイルス感染症の感染再拡大の影響が一定程度あっ

たと思われます。コロナ禍でテレワークが推進されることで、駅の中にある生花店への

来客数が減少したといったこと等も考えられ、こうした社会情勢の変化の影響を受けた

と言えるのではないでしょうか。

切花に対する2017年～2019年の平均支出額の合計は7, 831円、2019年の支出金額の

合計は7, 741 円だったのに対し、2020 年の支出金額の合計は7, 411 円となり、やはり

2020年の切花に対する支出は過去と比べて低く抑えられていたと言えます。

２ 園芸用植物への支出について

総務省「 家計調査」 から、2020 年の園芸用植物への支出を過去と比較した結果は、

図２のとおりです。

図１ 二人以上の世帯における切花への支出金額の推移

・ 総務省「 家計調査」 より作成

・ 消費税は抜いて作成した
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園芸用植物について、2020 年の支出が2019 年の支出を下回る月は４月のみであり、

他の月は 2019 年の支出を上回りました。また、過去３年の平均の支出金額と比較して

みても、2020 年２月、５月、７～８月、11～12 月の支出金額が平均を上回るという結

果になりました。コロナ禍で在宅勤務用に観葉植物を買ったり趣味で園芸を始めたりと

いった話題を耳にしましたが、特に５月以降はそうしたことが反映されているのではな

いかと考えられます。

園芸用植物に対する2017年～2019年の平均支出額の合計は3, 528円、2019年の支出

金額の合計は3, 264 円だったのに対し、2020 年の支出金額の合計は3, 589 円となり、

2020年の園芸用植物に対する支出は過去と比べてある程度伸びたと言えます。

３ 卸売市場での取扱金額について

これまで家計での支出金額について見てきましたが、市場の取扱実績は表１のように

なります。東京都中央卸売市場の 2020 年実績では、切花やらん鉢が前年の取扱実績を

かなり下回ったのに対し、鉢花は前

年並、観葉植物や苗物は前年をかな

り上回りました。このことからも、

切花や高価格帯の贈答品であるらん

鉢が苦戦した一方で、鉢花、観葉植

物、苗物は園芸への需要があったも

のと考えられます。

新型コロナウイルス感染症が花き

の消費動向に影響を与えることは、

まだしばらく続く と思われます。今

後も市場や消費の動向について、注

視していきます。

図２ 二人以上の世帯における園芸用植物への支出金額の推移

・ 総務省「 家計調査」 より作成。なお、同統計で園芸用植物はガーデニング、家庭

菜園に係る植物（ 草花の種、球根、鉢植えの植木、草花、苗木、盆栽など） を指す

・ 消費税は抜いて作成した

単位：百万円、％

比率

2019年2020年2020年/2019年

切花 51,050 45,652 89

鉢花 3,917 3,865 99

らん鉢 4,010 3,605 90

観葉植物 2,987 3,165 106

苗物 4,020 4,248 106

取扱実績

・ 東京都中央卸売市場市場統計情報より作成

・ 消費税は抜いて作成した

表１ 東京都中央卸売市場での花きの種類別
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を「
表す用 』につきましては、下記の基準で記載しております。語

前年並 ：±１％台以下
ずか ：±２％台以内わ

や や ：±３～５％台
なり ：±６～15％台か

大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：ふき）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 愛知産

３９３ ３８０ ２８３ ２７４ 徳島（３％）２年実績
（９７％） －

－
３５０ － ２９４ －３年見通し

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

県内の知多、稲沢、海部を中心に入荷す 生産者と栽培面積は年々減少傾向にあり、
る。本年は２月10日頃から春ふき（促成） 市場への入荷量も減少している。量販店等で
に切り替わった。２月末時点の生育状況は の売り場を確保するためには、一定の入荷量
やや遅れ気味で、Ｌサイズを中心に入荷し を維持したい。特にこれからの入荷ピークを
ている。３月の入荷量は前年をやや下回る 迎える時期は、春商材としての需要が高い時
ものの、順調な入荷を見込む。３月中旬か 期でもあるため、安定した出荷をお願いした
ら４月上旬のピークに向けて、２Ｌ・Ｌサ い。
イズを中心に増量していく見通し。

入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：ふき）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 愛知産

７７８ ５９３ ３２４ ３２６ 群馬（１９％）２年実績
（７６％） 千葉（ ２％）

岩手（ １％）
７２０ － ３２０ －３年見通し

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

本県産は10～５月に入荷し、３～４月に 本県産のふきは、春商材として業務だけで
ピークを迎える。 なく量販店からの引き合いも強いが、新型コ

今シーズンも必要な低温を得られず、本 ロナウイルス感染症の影響で業務用は期待で
県産は生育が遅れているが、それ以外は生 きず量販店一辺倒の販売となる。
育良好で今後は順調な入荷が続くと見込ま 今春は昨春と異なり春筍の裏年のためセッ
れる。一方、他の品目も潤沢な入荷が続く ト販売での販売促進はしづらいものの、棚づ
と見込まれるため、販売は苦戦が予想され くりや棚の維持に向けて、しっかりした入荷
る。 をお願いしたい。

入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並となる見込み。
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名古屋・東京市場における青果物の３月の見通し

２月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ３３，３４１ 252 241 237 愛知 23%
２９年 ３２，９３７ 236 237 231 北海道 22%
３０年 ３４，９３７ 254 229 204 鹿児島 9%
元年 ３３，６６６ 213 208 195 茨城 7%
２年 ３４，３５５ 212 218 218 熊本 5%

５ ヵ 年 平 均 ３３，８４７ － － －

３ 年 見 通 し ３２，４００ － － －

２８年 １，５９３ 91 100 114 千葉 52%
２９年 １，５０８ 99 98 113 静岡 14%
３０年 １，８２３ 176 114 92 鹿児島 13%
元年 １，５００ 72 79 86 愛知 8%
２年 １，５１２ 77 78 105 神奈川 6%

５ ヵ 年 平 均 １，５８７ 106 95 102

３ 年 見 通 し １，５００ 90 90 100

２８年 １，８２２ 103 124 138 徳島 60%
２９年 １，７８７ 156 167 175 愛知 39%
３０年 １，１３８ 218 250 272 鹿児島 1%
元年 １，７５６ 112 131 109 0 0%
２年 １，８４６ 125 174 194 0 0%

５ ヵ 年 平 均 １，６７０ 137 163 170

３ 年 見 通 し １，７００ 150 160 170

に

ん

じ

ん

１２２
１６７
２４４
１１８
１６７

　徳島、愛知を中心に入荷する。愛知の冬
作は前進傾向で残量が例年より少なく、上
旬頃に切り上がるか。徳島の春作は作柄良
好で上旬から入荷が始まり、中旬以降は順
調な入荷を見込む。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

９３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、静岡、鹿児島などから入荷する。
各産地ともに生育順調。静岡、神奈川、徳
島は中旬以降に入荷量が少なくなり、終了
する見込み。春大根中心の入荷となり、全
国的に端境となる。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
上回る見込み。

１５７

　愛知、北海道を中心に入荷する。ばれい
しょは北海道の貯蔵物の在庫少なく、後続
産地の入荷も少ないことから高値の予想。
果菜類は気温上昇に伴い増量する見込み。
価格は前年を下回る品目が多いか。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

１６０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２２６

２２４
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

１０１
１０２
１２４

７７
８５

９９  前年及び本年の

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２４４
２３６
２２９
２０６
２１６
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注）

２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １２３，５５２ 275 273 281 千葉 14%
２９年 １２７，７３４ 253 263 266 茨城 13%
３０年 １３０，７３７ 286 243 245 北海道 12%
元年 １２３，１８２ 227 228 235 愛知 11%
２年 １２４，３７５ 228 235 263 神奈川 6%

５ ヵ 年 平 均 １２５，９１６ － － －

３ 年 見 通 し １２６，０００ － － －

２８年 １１，５２４ 80 87 113 千葉 52%
２９年 １２，１８１ 94 87 98 神奈川 42%
３０年 １２，２５０ 169 105 82 福岡 2%
元年 ９，７３９ 76 70 84 鹿児島 1%
２年 １０，２２４ 71 65 95 茨城 1%

５ ヵ 年 平 均 １１，１８４ 100 84 95

３ 年 見 通 し １０，０００ 75 80 85

２８年 ７，７７４ 105 122 121 徳島 47%
２９年 ７，４０４ 183 181 175 千葉 28%
３０年 ６，０３４ 179 203 212 埼玉 4%
元年 ７，５６６ 103 113 103 鹿児島 4%
２年 ６，４３６ 153 175 188 茨城 3%

５ ヵ 年 平 均 ７，０４３ 142 156 156

３ 年 見 通 し ６，５００ 160 180 170

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

に

ん

じ

ん

１１６
１７９
１９７
１０７
１７５

１５２

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２４４

　千葉、神奈川からの入荷がほとんどを占
める。千葉はトンネル作が出揃い、後半に
量を増やす。一方、神奈川は秋冬系から春
系への切替わりで端境となる、一時的にせ
よ量を減らすと価格上昇もありうる。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をやや上回る見込み。

　徳島、千葉を中心に入荷する。徳島は入
荷が本格化し、後半に向けて量を増やす。
千葉は順調に収穫が進み、終盤のため量を
減らしていく。中旬に端境期を迎え、一時
的に相場は上がるか。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をわ
ずかに下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

　秋冬作から春作への切り替わりの時期と
なる。適度な降雨や気温上昇によって生育
遅延や肥大遅れは前月に解消し、潤沢な入
荷が続く見込み。一部品目では生育の早ま
りなどにより品薄感が出る時期があるか。
　入荷量、価格ともに前年並となる見込
み。

１７０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

だ

い

こ

ん

９４
９４

１１６
７６
７７

９３

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２７７
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２５９
２３０
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２４０

８０

東京都中央卸売市場
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２月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １，８９４ 105 126 120 茨城 33%
２９年 ２，０３３ 103 121 151 兵庫 22%
３０年 ２，０７９ 156 121 116 長崎 21%
元年 ２，０４５ 51 67 73 三重 13%
２年 ２，３０８ 101 104 135 愛知 5%

５ ヵ 年 平 均 ２，０７２ 103 107 119

３ 年 見 通 し ２，０００ 60 70 80

２８年 ４，５７６ 79 73 80 愛知 94%
２９年 ３，７１４ 120 112 118 滋賀 2%
３０年 ４，０１０ 185 118 102 兵庫 1%
元年 ４，５３５ 57 48 59 三重 1%
２年 ３，９４４ 76 68 94 神奈川 1%

５ ヵ 年 平 均 ４，１５６ 101 82 89

３ 年 見 通 し ３，９００ 60 70 80

２８年 ３０１ 622 460 569 愛知 50%
２９年 ３７２ 333 414 437 茨城 24%
３０年 ４８９ 374 319 373 岐阜 12%
元年 ３３０ 335 358 465 福岡 4%
２年 ２８３ 423 462 587 静岡 3%

５ ヵ 年 平 均 ３５５ 408 393 471

３ 年 見 通 し ３５０ 400 450 500

３５０
３７７
４８７

４１８

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

７０

キ

ャ

ベ

ツ

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に茨城などからも入荷する。
愛知は生育順調で、入荷量は切り上がりの
早かった前年を大幅に上回る見込み。茨城
は他品目からの切り替えにより、順調な入
荷を見込む。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年をかなり下回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

５４５
３８７

は

く

さ

い

１１６
１２４
１３３

６４
１１６

１１１

７６
１１５
１２８

５４
８２

８９

７０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　愛知主体の入荷となる。低温と干ばつの
影響で小玉傾向がみられたが、適度な降雨
と気温上昇により生育は回復し、順調に入
荷する見通し。業務需要が悪く、価格低迷
が予想される。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、長崎、兵庫などから入荷する。各
産地ともに生育順調。茨城の秋冬作はほぼ
終了し、下旬より春作が入荷する見通し。
長崎は上旬から春作が入荷し、兵庫は終盤
に入る。愛知はほぼ終了か。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

名古屋市中央卸売市場

0

50

100

150

200

250

300

350

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単価

円/Kg
数量

t

月

0

50

100

150

200

250

300

0

2,000

4,000

6,000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単価

円/Kg
数量

t

月

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

100

200

300

400

500

600

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単価

円/Kg
数量

t

月

10



２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ６，６３８ 80 126 128 茨城 70%
２９年 ７，２３８ 99 127 175 兵庫 15%
３０年 ７，９５９ 159 122 113 群馬 8%
元年 ７，４２０ 38 42 60 長崎 4%
２年 ８，０７９ 80 90 144 埼玉 2%

５ ヵ 年 平 均 ７，４６７ 92 101 124

３ 年 見 通 し ８，０００ 35 35 35

２８年 １６，８２６ 87 87 96 愛知 62%
２９年 １７，４２３ 119 124 128 神奈川 20%
３０年 １７，６６５ 183 124 118 千葉 15%
元年 １９，８４１ 64 57 66 茨城 1%
２年 １８，３１６ 77 75 119

５ ヵ 年 平 均 １８，０１４ 105 92 105

３ 年 見 通 し １８，５００ 80 75 70

２８年 １，２３１ 564 501 584 茨城 39%
２９年 １，４６１ 336 453 430 群馬 31%
３０年 １，７２２ 382 368 421 埼玉 12%
元年 １，４９５ 307 362 418 千葉 6%
２年 １，３５９ 427 434 628 熊本 4%

５ ヵ 年 平 均 １，４５４ 397 419 489

３ 年 見 通 し １，５００ 370 375 380

３８９
３５７
４９９

４３２

１３９

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

ほ

う

れ

ん

そ

う

５５１
３９９

キ

ャ

ベ

ツ

９０
１２４

 前年及び本年の

３７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は

く

さ

い

１１０
１３０
１３５
４６

１０３

１０５

３５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、兵庫からの入荷が中心となる。茨
城は出荷ピークの終盤を迎え、秋冬作から
春作へ切り替わるが春作は遅れ気味。兵庫
も終盤で量を減らすも、総じて潤沢な出回
り。気温上昇で需要が減り相場は厳しい。
　入荷量は多かった前年並となり、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

６２

　愛知、神奈川、千葉からの入荷がほとん
どを占める。春系が中心となってくる中、
主力３県とも生育順調。適度な降雨と気温
高で大玉傾向の産地もある。潤沢な入荷が
続くと見込まれ、相場展開は厳しいか。
　入荷量は前年並となり、価格は前年を大
幅に下回る見込み。

　茨城、群馬など関東産地からの入荷が中
心となる。少雨と低温で遅れていた生育
は、降雨や気温上昇により回復。一部産地
では前進傾向となっている。大きな山谷な
く、潤沢な入荷が続くと見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

９３

１０１

７５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き
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２月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ８１２ 398 399 392 大分 38%
２９年 ７４１ 416 406 412 静岡 14%
３０年 ７６６ 484 413 374 鳥取 10%
元年 ８９２ 298 288 302 愛知 8%
２年 ８８６ 303 292 316 群馬 8%

５ ヵ 年 平 均 ８２０ 375 356 356

３ 年 見 通 し ９００ 300 310 320

２８年 １，６１７ 353 264 277 茨城 42%
２９年 １，８１３ 184 212 205 兵庫 33%
３０年 ２，０８６ 231 154 162 長崎 9%
元年 １，６６１ 166 168 205 静岡 6%
２年 １，７２２ 172 178 243 愛知 4%

５ ヵ 年 平 均 １，７８０ 220 193 215

３ 年 見 通 し １，７００ 180 180 220

２８年 １，４４５ 329 320 298 愛知 59%
２９年 １，４５０ 280 284 250 高知 14%
３０年 １，５８２ 293 291 272 宮崎 12%
元年 １，４２８ 325 333 281 群馬 7%
２年 １，６１０ 348 343 298 鹿児島 7%

５ ヵ 年 平 均 １，５０３ 315 314 280

３ 年 見 通 し １，５８０ 330 330 300

３８８
４１１

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

３０９
２６８
２８５
３１２
３２４

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に高知、宮崎などの西南団地
から入荷する。各産地ともに作柄良好で順
調な入荷を見込む。上旬は特売需要で若干
引き合いあり、中旬から下旬にむけて入荷
ピークを迎える。愛知の入荷量は前年並
で、群馬は上旬から入荷する見込み。
　入荷量と価格はともに前年並の見込み。

３００

 前年及び本年の

１９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、兵庫を中心に入荷する。各産地と
もに生育順調だが、やや小玉傾向にある。
茨城は中旬にピークを迎える。兵庫は秋作
から春作に切り替わる上旬頃に入荷減とな
る見通し。愛知の入荷は前年より少ない。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

レ

タ

ス

２９３
１９８
１８２
１７８
２０１

２０８

 前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　大分、静岡、愛知、鳥取などの各産地か
ら入荷する。白ネギは九州産地が入荷ピー
クとなり増量する見込み。静岡、鳥取、関
東産は平年並の入荷を見込む。愛知の越津
ねぎは終盤に入り、普通ねぎは端境期に入
るため、入荷量は前年を下回る見込み。
　入荷量と価格はともに前年並の見込み。

４２４
２９３
３０４

３６０

品
目
名
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２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ４，７２２ 355 382 359 千葉 38%
２９年 ４，４９３ 385 382 379 埼玉 21%
３０年 ４，５６２ 508 407 344 茨城 16%
元年 ４，５６４ 321 271 251 栃木 7%
２年 ４，８９４ 264 250 286 群馬 6%

５ ヵ 年 平 均 ４，６４７ 365 337 323

３ 年 見 通 し ４，６００ 510 470 430

２８年 ７，３１２ 344 243 258 茨城 48%
２９年 ７，７３９ 171 191 193 兵庫 10%
３０年 ９，７０２ 221 136 147 静岡 9%
元年 ７，２７４ 163 157 183 香川 8%
２年 ６，７９９ 160 163 229 長崎 6%

５ ヵ 年 平 均 ７，７６５ 213 176 198

３ 年 見 通 し ６，９００ 170 170 170

２８年 ６，５９３ 349 352 316 群馬 26%
２９年 ６，５５６ 291 292 273 宮崎 20%
３０年 ６，７６０ 313 307 300 千葉 15%
元年 ５，８４１ 352 360 287 埼玉 15%
２年 ６，２６６ 386 365 324 茨城 11%

５ ヵ 年 平 均 ６，４０３ 337 334 300

３ 年 見 通 し ６，１００ 370 360 350

３０７
３３０
３５２

４２０

３６５
３８２

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

３３６
２８３

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

　群馬、千葉などの関東産地と宮崎からの
入荷が中心となる。各産地とも生育は概ね
順調。越冬作型から半促成作型に切り変わ
る産地もあり、増量していく。天候により
多少の増減あるも十分量の入荷が続く。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をわずかに上回る見込み。

 前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

３２１

１８６

１９５

　茨城を中心に兵庫、静岡、香川などから
の入荷となる。茨城は生育遅れがみられ、
下旬に向けて量を増やす見込み。静岡は前
進気味で終盤となる。その他産地は概ね生
育順調で、不足感のない出回りを見込む。
　入荷量は少なかった前年並となり、価格
は前年をかなり下回る見込み。

 前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、埼玉など関東産地からの入荷が中
心となる。少雨、低温による生育や肥大遅
れは回復傾向にあるも葉傷みは残る。２月
の強風で品質低下のみられる産地もある。
全体量は多くないが、相場軟化となるか。
　入荷量は多かった前年をかなり下回り、
価格は安値の前年を大幅に上回る見込み。

レ

タ

ス

２７９
１８４
１６８
１６７

２７９
２６８

３４２

品
目
名

 前年及び本年の
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２月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ７０３ 398 396 384 熊本 56%
２９年 ６１２ 413 407 377 愛知 40%
３０年 ６１７ 435 425 393 高知 4%
元年 ６４４ 396 363 342
２年 ６５３ 417 411 378 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ６４６ 411 400 375

３ 年 見 通 し ６５０ 380 375 370

２８年 １，０５６ 469 503 504 熊本 51%
２９年 １，２７４ 339 341 341 愛知 23%
３０年 １，４５１ 340 312 308 三重 13%
元年 １，２４５ 347 360 364 岐阜 12%
２年 １，０８２ 368 406 407 高知 1%

５ ヵ 年 平 均 １，２２２ 368 378 378

３ 年 見 通 し １，２００ 350 380 380

２８年 ３７８ 1,036 1,023 925 熊本 58%
２９年 ４２１ 783 758 709 愛知 31%
３０年 ５３６ 705 652 620 和歌山 6%
元年 ４７２ 727 731 715 宮崎 4%
２年 ４２０ 791 809 753 群馬 1%

５ ヵ 年 平 均 ４４５ 797 781 734

３ 年 見 通 し ４５０ 650 600 600

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

６２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。２月は入
荷が少なかったが、３月は気温上昇に伴い
中旬から増量する見通し。各産地が増量期
に入るため、値下がりの傾向にある。愛知
は生育順調で前年を上回る入荷を見込む。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

９８９
７３９
６５５
７２３
７７８

７６５

 前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。各産地と
もに作柄良好で平年並の入荷を見込む。気
温上昇によりサラダ食材の活発な動きが予
想され、トマト需要も良好になる見込み。
愛知の入荷量は前年を上回る見通し。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

ト

マ

ト

４９４
３３９
３１９
３５６
３９４

３７４

 前年及び本年の

３７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。両産地と
もに作柄良好。熊本は着果良好で、上旬よ
り増量し下旬からピークとなる見通し。愛
知も生育順調で前年並の入荷を見込む。外
食需要が少ないため、安値が予想される。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

な

す

３９１
３９４
４１５
３６２
３９７

３９２
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２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ２，９３２ 451 487 451 高知 61%
２９年 ３，２２８ 453 430 414 福岡 16%
３０年 ２，７７８ 491 462 444 熊本 11%
元年 ３，０５０ 420 414 403 佐賀 3%
２年 ３，０５６ 465 454 432 栃木 2%

５ ヵ 年 平 均 ３，００９ 455 449 428

３ 年 見 通 し ３，１００ 470 450 400

２８年 ５，８０６ 485 535 537 熊本 31%
２９年 ６，７５０ 368 378 371 栃木 26%
３０年 ６，９３９ 372 351 344 愛知 12%
元年 ５，９６５ 407 411 409 千葉 5%
２年 ５，４７２ 440 462 468 群馬 4%

５ ヵ 年 平 均 ６，１８６ 411 423 421

３ 年 見 通 し ６，０００ 330 340 350

２８年 １，４７０ 1,065 998 920 熊本 42%
２９年 １，７２８ 690 684 628 愛知 21%
３０年 １，９６６ 651 592 562 千葉 11%
元年 １，７５７ 696 727 716 宮崎 7%
２年 １，７４１ 787 794 713 静岡 7%

５ ヵ 年 平 均 １，７３２ 766 747 698

３ 年 見 通 し １，８００ 580 600 620６００

　熊本、栃木、本県などからの入荷が中心
となる。各産地とも生育順調も小玉傾向。
着果は安定しており、潤沢な入荷が続くと
見込まれる。気温高で需要が伸びれば相場
上昇となるか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

　熊本、愛知、千葉からの入荷が中心とな
る。各産地とも作柄良好。小玉傾向は日射
量の増加により回復を見込む。着果は良好
につき入荷量は増えていき、潤沢な出回り
が続くと見込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

７３２

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト

マ

ト

９８４
６６２
６００
７１４
７５５

４５８

４１９  前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ト

マ

ト

５２０
３７２
３５６
４０９

な

す

４６１
４３０
４６５
４１２
４４７

４４２

　高知、福岡など西南暖地からの入荷が中
心となる。低温によってみられていた樹勢
低下は、気温上昇により回復。各産地とも
花数は多くなり着果も順調。潤沢な出回り
が続き、下旬には価格が下落するか。
　入荷量、価格ともに前年並となる見込
み。
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２月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ５４４ 686 632 560 鹿児島 51%
２９年 ６３２ 489 472 390 宮崎 35%
３０年 ５６７ 619 539 432 高知 12%
元年 ４１５ 606 630 549 茨城 2%
２年 ４８６ 657 659 633 沖縄 1%

５ ヵ 年 平 均 ５２９ 607 578 504

３ 年 見 通 し ５００ 650 600 550

２８年 ２，６８６ 221 242 255 鹿児島 63%
２９年 ２，８３３ 242 241 222 北海道 37%
３０年 ３，０１７ 139 132 113 0 0%
元年 ３，１０２ 132 130 111 0 0%
２年 ３，４２５ 125 129 181 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ３，０１３ 168 171 174

３ 年 見 通 し ２，５００ 240 240 240

２８年 ６，６９１ 86 88 85 北海道 84%
２９年 ６，８０５ 100 108 98 愛知 8%
３０年 ７，２４９ 99 109 94 静岡 6%
元年 ６，６０６ 136 121 100 熊本 1%
２年 ７，１８２ 81 80 74 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ６，９０７ 100 101 90

３ 年 見 通 し ６，９００ 90 90 90

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道中心に静岡、愛知から入荷する。
北海道の貯蔵物は計画的な入荷が見込まれ
る。新玉ねぎの静岡は生育順調、終盤を迎
え、中旬までの入荷となるか。愛知も生育
順調で安定した入荷を見込む。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安値
だった前年を大幅に上回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

８４
１００

９９
１１６

７７

９５

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島、北海道が中心となる。北海道の
貯蔵物は例年に比べてかなり残量少なく、
ほぼ３月で終了する見通し。鹿児島の離島
産は天候不順と面積減少により、入荷量は
多かった前年を大幅に下回る見込み。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

２３８
２３２
１２７
１２６
１４６

１７１

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島、宮崎、高知から入荷する。各産
地ともに作柄良好。３月は気温の上昇によ
り肥大が早まり、安定した入荷となる見込
み。中旬からは茨城の入荷も始まり、全体
的に増量する見通し。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高値だった前年をかなり下回る見込み。
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２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １，８８５ 669 647 566 宮崎 35%
２９年 ２，１２６ 490 484 443 茨城 34%
３０年 １，９５９ 629 554 482 高知 20%
元年 １，７４６ 631 681 596 鹿児島 10%
２年 ２，０４２ 689 671 654

５ ヵ 年 平 均 １，９５２ 619 604 546

３ 年 見 通 し ２，０００ 660 600 510

２８年 ６，６９２ 200 217 233 北海道 57%
２９年 ７，４９３ 226 231 221 鹿児島 42%
３０年 ７，７６７ 120 112 103 長崎 1%
元年 ７，２３５ 120 115 107
２年 ９，２３９ 107 120 148

５ ヵ 年 平 均 ７，６８５ 151 156 160

３ 年 見 通 し ７，６００ 220 190 190

２８年 １２，７２２ 96 99 92 北海道 73%
２９年 １２，１９７ 122 129 134 佐賀 10%
３０年 １１，０７８ 124 129 127 静岡 8%
元年 １０，５２９ 139 131 129 長崎 6%
２年 １２，２３７ 79 85 70 中国 1%

５ ヵ 年 平 均 １１，７５３ 111 114 109

３ 年 見 通 し １２，０００ 105 100 95

　宮崎、高知の西南暖地や茨城からの入荷
となる。宮崎は生育順調で、一旦減らして
いた入荷は回復する。一方、茨城は着果不
良や肥大遅れにより、しばらく入荷が少な
いか。全体として平年並の入荷を見込む。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
高値だった前年をかなり下回る見込み。

　北海道、鹿児島中心の入荷となる。北海
道は貯蔵品から前進出荷となっており量を
減らす。鹿児島は作柄まずまず。収穫作業
が進めば、高値疲れもあって相場は軟化す
るか。
　入荷量は多かった前年を大幅に下回り、
価格は前年を大幅に上回る見込み。

 前年及び本年の

　北海道を中心に、佐賀、静岡などからの
入荷となる。北海道は貯蔵からの計画出荷
で前年並の量を見込む。佐賀は増量してい
くが、静岡は切り上がりが早まり量を減ら
す。総じて潤沢な入荷が見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は安値だっ
た前年を大幅に上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

１００  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た

ま

ね

ぎ

９５
１２９
１２６
１３３
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１１１  前年及び本年の

ば

れ

い

し

ょ

２１６
２２５
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１１４
１２６

１５６

５９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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２月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ７，３２２ 460 449 455 青森 23%
２９年 ７，４２７ 391 429 433 フィリピン 16%
３０年 ７，３３１ 427 431 423 愛媛 15%
元年 ６，８５０ 415 440 454 熊本 11%
２年 ６，７４４ 423 419 465 愛知 8%

５ ヵ 年 平 均 ７，１３５ － － －

３ 年 見 通 し ７，０００ － － －

２８年 １，７５２ 342 349 349 青森 100%
２９年 １，７６４ 290 279 277 0 0%
３０年 １，４４９ 337 330 340 0 0%
元年 １，７２５ 274 262 271 0 0%
２年 １，５７２ 340 355 360 0 0%

５ ヵ 年 平 均 １，６５２ 315 314 318

３ 年 見 通 し １，７５０ 260 260 260

２８年 １，０８０ 1,416 1,178 1,044 愛知 56%
２９年 １，０５０ 1,158 1,191 1,150 熊本 28%
３０年 １，００２ 1,135 1,171 1,232 鹿児島 6%
元年 ８８９ 1,488 1,456 1,261 佐賀 3%
２年 ９０５ 1,222 1,254 1,252 宮崎 2%

５ ヵ 年 平 均 ９８５ 1,281 1,243 1,182

３ 年 見 通 し ９００ 1,250 1,230 1,220

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

４５４
４２６
４２３
４４６
４４６

４３９  前年及び本年の

４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　いちご、かんきつ類、りんごなどが主な
品目となる。みかんを含むかんきつ類の入
荷量と価格はともに前年並を見込む。りん
ごは在庫量が多く安値となり、いちごは端
境期で入荷減となる見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

り

ん

ご

３４２
２８３
３３４
２６８
３５１

３１４  前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森からほぼ全量を入荷する。例年と違
い、リンゴフェア等の販売促進が減少する
ことから産地の在庫は前年より多い予想。
下級品の増量も懸念され、在庫もあること
から、価格は平年より安値となるか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

い

ち

ご

１，２００
１，１６３
１，１７８
１，３８９
１，２４４

１，２３０  前年及び本年の

１，２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に熊本などからも入荷する。
３番果が上旬に終盤を迎え、中旬からは４
番果との端境期で入荷量は減少する見通
し。愛知の入荷量は前年をやや上回る見込
みだが、平年に比べてかなり少ないか。
　入荷量と価格はともに前年並の見込み。
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２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ３０，８０８ 498 492 515 青森 21%

２９年 ３２，７６７ 454 454 475 愛媛 16%

３０年 ３０，６３３ 502 477 493 熊本 8%

元年 ３０，１４３ 480 496 513 栃木 8%

２年 ２９，２１１ 484 500 498 フィリピン 7%

５ヵ年平均 ３０，７１２ － － －

３年見通し ３０，６００ － － －

２８年 ６，９０３ 320 331 334 青森 98%

２９年 ７，６５５ 268 270 258 山形 1%

３０年 ６，３２２ 322 331 331 長野 1%

元年 ６，８１４ 268 269 269

２年 ６，０６９ 346 343 344

５ヵ年平均 ６，７５３ 303 307 305

３年見通し ６，７００ 300 300 300

２８年 ５，３４４ 1,346 1,259 1,147 栃木 44%

２９年 ５，２５２ 1,209 1,207 1,212 福岡 18%

３０年 ５，３３９ 1,228 1,210 1,237 茨城 11%

元年 ５，１０２ 1,438 1,359 1,239 静岡 8%

２年 ５，２７２ 1,627 1,401 1,288 長崎 6%

５ヵ年平均 ５，２６２ 1,369 1,287 1,224

３年見通し ５，３００ 1,320 1,260 1,200

 前年及び本年の

１，２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木や茨城中心にとちおとめ、福岡から
あまおうなどが入荷する。３月上旬は２番
果から３番果への切り替えでダラダラした
入荷となり、中旬から３番果のピークを見
込む。業務需要が弱い点が気がかり。
　入荷量、価格ともに前年並となる見込
み。
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１，２２６

１，３３５

１，２６６

１，２５４

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　ふじは産地の在庫量多く、夏期高温の影
響のあった昨年より入荷多いものの、小玉
傾向となる見込み。王林、ジョナゴールド
は平年より少ない見込み。
　入荷量は前年をかなり上回って平年並と
なり、価格は高かった前年をかなり下回る
見込み。
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２６６

３２８

２６９

３５３

３０７

４９２  前年及び本年の

４９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　りんご、中晩柑類、いちごを中心に入荷
する。温州みかんは入荷前倒しにより数量
減となり、それに合わせて価格も維持され
る見込み。不知火は生育順調で、作付面積
の減少を踏まえても前年並の量となるか。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。
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切　花　・　鉢　花　の　３　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　２月２８日現在） 単位：千本、円／本
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単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　２月２０日現在） 単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №573 

令和３年３月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


